「タンポポ調査・西日本２０１５」第５回スタッフ会議＋サンプル検討会報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【日　時】　２０１５年６月２０日（土）　午後１時～午後５時

　・第１部（午後１時～２時半）：スタッフ会議






・第２部（午後２時半～５時）：サンプル検討会
【場　所】　倉敷市立自然史博物館
【出席予定者】　村田（滋賀）、宮田・加藤・酒井・西野（大阪）、鈴木（兵庫）、今西

（奈良）、小川（徳島）、清末（鳥取）、末広（香川)、松井・松田（愛媛)、田邉（高
知）、満行・木下（福岡）、上赤（佐賀） 、山本・久保（広島）、狩山・地職・榎本

・木下・稲神・松村・島岡・入江（岡山）　　　　　　　以上１３府県、２６名 

【司会】　狩山（倉敷市立自然史博物館）【記録】加藤（大阪府実行委員会）
【案　件】
（１）前回会議：第３回実行委員会の報告（概要）→詳細は別紙参照
（２）各府県別の調査サンプルの回収状況（2015.6.17現在）→会議で加筆(2015.6.20現在)
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18 福井 350 40 0 559 586 431 545 976

24 三重 2100 9 1450 371 379 733 1820 2553

25 滋賀 2130 39 1000 789 643 936 1574 2510

26 京都 800 0 651 281 674 1698 2372

27 大阪 4800 56 2500 2541 2788 1340 5022 6362

28 兵庫 2000 800 723 800 4102 2109 6211

29 奈良 1200 753 550 963 1480 2443

30 和歌山 1600 1300 622 600 822 1198 2020

31 鳥取 470 6 0 172 200 240 2054 2294

32 島根 820 24 598 500 731 2196 2927

33 岡山 3600 18 2106 2898 2900 2883 5436 8319

34 広島 1299 147 0 1869 1700 419 2835 3254

35 山口 1000 0 124 113 0 1042 1042

36 徳島 4600 2457 2000 1164 6123 7287

37 香川 3300 5 2701 2534 2532 2413 5863 8276

38 愛媛 3700 23 3700 2927 2950 2599 5254 7853

39 高知 4110 38 4098 3316 3274 1101 4942 6043

40 福岡 1102 1019 69 73 0 1091 1091

41 佐賀 1500 1200 671 900 0 394 394

不明

40481 405 21874

24644 23183 21120 52131 73251 合計

2015年度調査サンプル数（2015.6.20 現在）

２０１５年度

番 府県

２０１４年度 前回調査有効データ数


・サンプル数は、この時点では約４万点、集約がまだで概数を報告いただいた府県や本
日交換する他府県サンプルなども加えると、もう少しは増加するだろう。
＜参考＞ＮＴＴ西日本の協力による上表の１９府県以外の送付サンプル数
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富山 石川 岐阜 静岡 愛知 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 その他

2015年度 22 157 18 24 30 18 70 11 59 5 59 12 485

2014年度 23 244 1 12 10 2 32 4 15 4 23 0 370

合計


（３）各府県からの報告（たくさん報告いただいたのですが、簡単にまとめました）

・滋賀：嶺南地域は２倍体の在来種が少なく、クシバが多くなっている。

・京都：山地にはカンサイ。北山方面・綾部・福知山が境界か。

・大阪：今年は多くて5000を超えそう。学校や地域の団体の参加が多い。

・奈良：南部・吉野山間部はタンポポが少ない。北部はほぼ集まっている。

・鳥取：サンプル数が少なかった。前回は90％が外来種で小中に声をかけにくい。

・岡山：調査は３ケ所で分担。目標の5000は上回る。ケイリンシロの同定を。

・広島：目標上回る。ノゲシ・ブタナも多い。中高で熱心なタンポポ女子がいる。

・徳島：地域的に山間部の調査が難しい。調査のやり方がわからないという人が多い。

・香川：学生の参加は減ったが、それ以外は前回並み。島でキビシロ発見。
・愛媛：学校関係5~６校。高校生は正門前や別種が多い。外来種で頭花１や花粉無が多い。

・高知：熱心な高齢の方が多い(１人で1900サンプルの方も)。次回が心配。

・福岡：福岡市と北九州市中心で、南部が少ない。在来種はモウコ・シロバナ。

・佐賀：参加者減少、サンプル増加。在来種は90％がシロバナ。エゾやシナノの移入発見。

・山口：10回の調査で全域をカバー。キバナシロが多い。徳山でオオクシバ。

・兵庫：上向きの外来種多い。シカの食害でタンポポ減少か？
（４）２０１５年度調査を実施して感想・意見
  ① 調査用紙について（内容の一部修正・紙質変更・その他）

　・もう少し薄い紙でもよいのでは（→同じ質で薄くするほど高価）。
　　・氏名が読めない場合があるので「フリガナ」の欄がほしい。

　　・頭花の形の５段階を選ぶのが迷う。５で「そりかえる」の表現がわかりにくい。

　　・在来型の雑種はどこに○をつけるのか。もう少し細かく分類してはどうか？

　　　→初めての方には選択肢が少ない方がよい。「どう思いますか」という問では？

　　・こども向けのイラスト入りの調査用紙がほしい。

　　　→こどもでもできる調査用紙を１種類だけ作るのでよいのでは。次回はユーチューブの活用なども含めて工夫の余地がある。

　　・(花粉観察用の)黒い欄にタネを貼る人や、包んだ花の絵の上に頭花を貼る人がいる。

　　　→次回は検討課題にしたい。

　② 緯度経度やメッシュ番号の記載について
　　・緯度経度だけで地名を書いていない人、東経と北緯を逆に書く人がいる。
　　・田舎では、はっきりとした住所がわからないことも多い。
③ サンプル処理・花粉観察を行っての感想
　・セイヨウの５が少ない。アカミ以外は５が少ない。→前回の結果と比較する。
④ 調査参加者について（一般市民・学校関係・事務局スタッフなど）

・高校生のデータには苦労している（複数の頭花・頭花なし・タンポポ以外）。
　→担当の先生に頼むときの工夫が必要。先生が調査に熱心かどうかが問題。

→生徒への事前指導や、回収した調査用紙のチェックをするように依頼（木村）。
⑤ その他
　・愛媛では、橋のない島にはタンポポがない。奈良では５～６分歩いても見つからなければ「ない」と記録。水害でタンポポがなくなった場所は聞き取りが有効。
　・キビシロとヤマザトの識別についての議論（果実の色・標高・時期・・・）

※本日の会議を欠席した方や、この他に意見がある方はスタッフＭＬへ投稿ください。
（５）送付されてきたサンプルの処理について

　　① サンプルの処理については、３月１日にお配りした「実施要項（スタッフ向け）」に基づいて行ってください。ホームページにもアップされています。

　　　・なお、原則として「頭花がない場合は無効」であるが、昨年同様に、「アカミタンポポ」については例外的に下記の＜注意＞のようにしてください。また、それ以外の事項で、各府県で独自に解析を進めていただいてもよいが、１９府県全体のデータの集約は、実施要項通りに行う。

	＜注意＞　頭花がなくても、痩果が赤くて「アカミタンポポ」と判断できる場合は、有効データとするので、種名欄に「アカミタンポポ」とご記入ください。


　　② 「ＮＴＴ西日本」・三菱電機の協力について

　　　・「ＮＴＴ西日本」には昨年に引き続いて、今年から「三菱電機」の協力を得た。「ＮＴＴ西日本」からは、各府県によって差はあるが、昨年より多くのデータが送られてきている。今後の処理に当たっては、昨年同様に以下のようにお願いしたい。

　　　1)「ＮＴＴ」からの協力数を各府県別に集計してほしい

　　　　→調査用紙の「所属」欄などに「ＮＴＴ西」と書かれているものは、データ入力時に入力すること。また、別に集計して連絡ください。なお、ＮＴＴ西日本の封筒で送付されたが、所属が書かれていないものもある。可能な限り、所属を書くか、集計に入れていただくとありがたい。
	＜注意＞　データ入力の際に、所属欄に「ＮＴＴ西」と記載のあるものは、そのことを必ず入力すること。


　　　2) 今回の調査対象の１９府県以外からのデータの扱いについて

　　　　→調査サンプルについては、大阪の事務局にお送りください。もし、ＮＴＴ以外

のサンプルでも、１９府県以外のものは大阪の事務局へお送りください。これ

らのデータは、「結果のマップに含めることはできない」とお伝えしているが、大阪事務局で調査地点数のカウントと種名の判定は行い、その概要は報告書にも掲載したい。　　　　　　　

　　③ 他府県で採取されたサンプルの扱いについて

　　　・原則として、「採集地点」の住所が含まれる府県の事務局で処理をすることとな

っている。（番号を取って処理をしてもらったものも欠番になるが、他府県へお

送りください。）

　　　・本日の会議に持参していただいたサンプルについては、交換して下さい。なお、欠席の府県については、お手数をおかけしますが、倉敷市立自然史博物館から各府県事務局へ送っていただくか、大阪事務局に持ち帰って送ることとします。

　　　・本日、手元にないものや、今後、送られてくるものがあれば、それぞれの府県事務局から採集地点の府県事務局へ送って下さい。ただし、あまりに遅い時期のものについては、送られてきた府県で処理をしていただいて、入力データに含めていただいても結構です。

　　④ 当該府県事務局で処理ができない府県のデータ処理について

　　　１）京都府　→　鈴木さん・村田さんで相談

　　　２）山口県　→　兵庫県(鈴木さん)が処理・入力。（山口：真崎さん）
３）鳥取県　→　岡山県(狩山さん)が処理・入力。原稿は清末さん。
　　　４）参加１９府県以外　→大阪府実行委員会で処理・入力・解析

　　　・なお、報告書のそれぞれの府県の記載はどうするかもご検討ください。
　　⑤ 痩果の送付について（通常の痩果・ＤＮＡ解析してほしい痩果）

　　　・原則として７月末日までに、大阪市立大学・伊東先生あてに送付。

・タネはできるだけ乾燥を避けて冷所に保管する。保存期間が夏季に及ぶ場合はできればビニール袋に入れて密閉して冷蔵庫で保存する。

・
セイヨウタンポポは100個体以上、アカミタンポポは50個体以上をランダムに選んで大阪市立大学の伊東明先生のところに送付する（このうちセイヨウ50個体、アカミ30個体をDNA解析にかける予定）。この際、できるだけ、調査地域の偏りがないようにしてください（メッシュで選んでもよい）。なお、全部のタネを送ってもよい。

・送付先：〒558-8585 大阪市住吉区杉本3－3－138　大阪市立大学　理学部 生物学科　伊東 明様（Tel 06-6605-3165, FAX 06-6605-3167）

　　　・「形態では在来種と識別が困難な雑種タンポポ」については、伊東先生に痩果を

送れば、可能な限り「核ＤＮＡによる解析」をしていただけるとのことです。た

だし、一般のタネとは区別して送ること。
・今年の解析については、昨春に多数の瘦果を送っていただいた府県については、
その瘦果の解析を先に始めたいので了解してほしい。
	・セイヨウタンポポ100個体・アカミタンポポ50個体以上の痩果を送ること。

・それ以外に「在来種か雑種か」を識別してほしいサンプルがあれば、そのタ

ネは別の封筒などに入れてわかるように明記して送って下さい。いずれの場

合も整理番号の記入を忘れないようにお願いします。


　　
⑥ 「ここピン」を使った調査のサンプル処理について（三島・小川氏）

　　　・各府県では、現時点で送られてきたサンプル（頭花と、あれば痩果）について、

他の調査用紙と同様に、「整理番号」を打って、種名の判定を行う。その際、「スマホシステム用記入欄の氏名・個人ＩＤ・通し番号」の記載を確認ください。調査者のメールアドレスを知りたい場合は、三島さん（九州大学）まで。
　　　・別途、スマホで登録されたデータの一覧表を作成して、小川さんより各府県に送付していただいたので、データ入力に加えて下さい。不明な点は小川さんまで。
　　　・なお、このシステムはしばらくすると打ち切りになる（三島さん）そうです。
（６）今後のデータ処理と解析について

① 各府県事務局におけるデータ入力時の注意事項（２０１４年度の結果から）

・入力フォーマットはタンポポ調査実行委員会のＨＰからダウンロードしたものを使って下さい。２０１４年度と同じ形式です。詳しい入力の注意は、そのフォーマットに書かれています。よく読んで入力ミスの無いようにお願いします。

・整理番号は絶対重複しないようにして下さい。ただし、欠番が生じてもよい。また、２０１５年の整理番号は２０１４年調査の番号と重複しないようにすること。

・「メッシュ番号」や「緯度経度」が、海上の地点を占めるデータが多かった。

　　　　⇒各府県での入力時に「入力シート」の右端の「位置を確認」をクリックして点検してほしい（どうしてもできない場合は小川さんまで）。メッシュ番号での間違いが多く、入力時に各府県で確認してほしい

・「経度緯度のデータ」と「メッシュ番号」が両方記載されている場合に、両者に矛盾が生じているケースがあった。⇒「緯度経度」を優先。

・前回調査時に使用した「（旧）日本測地系」のメッシュ番号が記載されている例も多かった。⇒今回の調査から、新しい「世界測地系」のメッシュ番号を用いることになっている。住所などから確認できるものは、ホームページからダウンロードできるようになっている「新測地系」に基づくメッシュ地図で確認しておいて下さい。
　　　　

② 各府県の入力データの送付について

	１）送付データの内容

２０１４年の修正済みの最終データと、２０１５年の入力データの両方をすべて送ること。（一部だけ直して送ることはしないように）

２）送付締切：２０１５年８月末日：お忙しい時期に、短い期間でお願いして恐縮
ですが、データ解析をして報告書を年度内に発行しないといけないので、ご協
力ください。なお、締切に間に合わない場合は事前にご連絡をお願いします。

３）送付先：徳島県立博物館　小川誠様宛（またはタンポポ調査事務局宛tampopo
★nature.or.jp）　にお送りください。


③ その後のデータ処理について

・各府県から送付したデータをもとに、小川さんの方で集約して処理を進めていただく。

・その結果、問題のあるデータ（緯度経度が住所と合わないものや、入力内容に明かな矛盾があるものなど）については、小川さんから各府県事務局へ返していただくので、再修正して返送ください（その際もすべてのデータを送ること）。

・それらの処理が完了したものを有効データとして、基礎データの解析作業を進めていただき、西日本全体のデータ数の概要・種類別の分布マップなどの作成と、報告書に使用する府県別のデータのとりまとめを行う。

　 ④ データ解析について

　　・西日本全体の結果については、基礎的なデータの集約ができれば、「データ解析小

委員会」を開催して、全体の事務局メンバー中心に、希望者にもご参加いただき、データ解析を進め、報告書を分担執筆する。

　　・各府県別データについては、独自に解析を進めていただくことは可能ですが、お送

りいただいた入力データから、各府県別の分布地図などの作成を行い、各府県の報

告の作成を進める。必要な解析については小川さんと相談して進めて下さい。

　　・前回の報告書では、各府県別報告を４ページずつお願いした。今回もその予定で進

めているので、ご準備をお願いします。（原稿締切は本年１２月末日を予定）

　　⑤ 「調査報告書」とカラーチラシの作成について（詳細は次回解析小委で決定）
　　・助成金を用いて発行する関係で、２０１５年度内の領収書が必要なので、２０１６

年２月ころには発行することが必要。何部発行するか。前回は５００部発行。原稿

の集約が遅くなり、校正が十分できずご迷惑をおかけした。今年は余裕をもって作

成したい。
　　・「調査報告書の目次案」（参考：２０１０年の報告書）

	１．はじめに(調査の目的・意義)　　

１）先行調査・研究の紹介（分類学的研究史・タンポポ調査の経過）

２）調査の目的　　＊用語について

２．調査方法

１）調査の経過と組織体制（＊組織と実行委員の名簿を含む）　

２）調査方法（＊調査用紙とサンプル処理マニュアルを含む）　　　

３）解析方法

３．調査結果と考察

１）調査サンプル数

２）タンポポの種類と分布

(1) 検索表　(2) 種の解説と分布　(3) 府県別のタンポポの割合

(4) 生育環境別のタンポポの分布状況　(5) 総苞外片・花粉の状態

(6) タンポポから見た自然環境

３）雑種タンポポについて

４．各府県別の調査報告（各府県４ページずつ）

５．調査参加者の感想

６．おわりに

７．主な参考文献（事務局で集約←各府県より）

＜巻末参考資料＞

１．調査参加者・主な調査協力者

２．文献目録

３．マスコミ報道一覧（主な新聞記事は収録）


　　・調査結果を集約したカラーチラシの作成：こちらも前回同様に作成したい。Ａ３判
　　　両面カラー印刷。前回は小川さん担当。
（７）実行委員会予算について（２０１４年１月～、概算）
（８）その他の検討事項
① タンポポ調査で得られたデータや発表論文の扱い
＊ 府県実行委員会に所属されている方は，タンポポ調査で得られた公表済みの図表
（電子媒体，紙媒体を含む）を，タンポポ調査の普及・啓発のために使う場合，出
典を明示したうえで自由に使える。

　　② 関西広域連合への２０１０年度調査データの提供について

　　　
③ ホームページについて

　　　・各府県で実施される説明会などの情報をＭＬに掲載してください。ホームページ
にも転載する。

　　④ ＭＬについて

　　　・一般向け：調査活動を盛り上げるためにできるだけ書き込みをお願いします。た

だし、だれでも見れる状態になっているので、そのことを考えて、個人情報など

は掲載しないように注意して下さい。
　　　・事務局向け：スタッフの方はできるだけ登録ください。

　　⑤ タンポポメールニュース

　　　・NO.４を３月１日に発行した。

　　　・７月下旬～８月にＮＯ.５を、来年３月にＮＯ.６を発行予定。奮って原稿をお寄せ

ください。

・原稿の宛先：tampopo@nature.or.jp

（９）今後のスケジュール

＜２０１５年＞
３月～５月　　 　　本調査の実施（データの送付締切：６月１０日）

　＊遅れて送られてきた分もできるだけ処理下さい。調査日がやや遅くてもＯＫ。

４月～８月　　　　 各府県事務局によるデータ処理作業＋データ入力作業
６月２０日（土）　 調査サンプル検討会＋第５回スタッフ会議（於 倉敷市立自然史博）

７月末　　　　　　 痩果の送付締切（大阪市立大学・伊東さん宛）

８月末　　　　　　 入力調査データの送付締切

９～１２月　　　　 本調査結果の解析（西日本全体・各府県別）→報告書原稿作成
１１月８日　　 　　第１回データ解析小委員会（その後、数回開催）

１１月～１２月　　 各府県別のデータ解析→報告書の執筆

＜２０１６年＞

１月　　　　　　　第６回スタッフ会議

１月～２月　　　　「調査報告書」＋「カラーチラシ」の作成。報告会までに発行
３月　　　　　　　調査報告会の開催
（１０）サンプル検討会：おおいに盛り上がったが、まとめることは困難なので省略。
① タンポポとタンポポ以外の種との識別について

② 在来種タンポポの同定について

③ 外来種について

④ 雑種タンポポ（特に「総苞が１～２」のタイプ）について：花粉による識別と核ＤＮＡによる解析をどうするか？
⑤ その他

＜当面の予定＞

　　①  第１回データ解析小委員会
　　　・日　時：２０１５年１１月８日（日）

　　　・場　所：公社　大阪自然環境保全協会事務所

　　　・内　容：タンポポ調査２０１５の結果の概要報告・データ解析と報告書作成

　　② 第２回データ解析小委員会
　　　・日　時：２０１５年１２月　　日（　　）

　　　・場　所：公社　大阪自然環境保全協会事務所

　　　・内　容：調査結果の解析、調査報告書の作成に向けて　
　　③ 第６回スタッフ会議

　・日　時：２０１６年１月　　日（　　）

　　　・場　所：公社　大阪自然環境保全協会事務所

　　　・内　容：調査報告書の作成に向けて・調査報告会やタンポポ調査の今後について
　　④ 第３回データ解析小委員会

　　　・日　時：２０１６年２月　　日（　　）

　　　・場　所：公社　大阪自然環境保全協会事務所

　　　・内　容：調査報告書の最終確認（校正？）・調査報告会打合せ
　　⑤ タンポポ調査２０１５報告会

　　　・２０１６年３月　　日（　　）
　　　・場　所：未定
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